
船舶事故調査報告書 

令和３年１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和２年２月１３日 １２時００分ごろ 

発生場所 長崎県佐世保
さ せ ぼ

港下
しも

ノチドリ瀬 

 佐世保港弁天
べんてん

島灯台から真方位１５８°８５０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°０８.３′ 東経１２９°４３.１′） 

事故の概要  漁船幸栄
こうえい

丸は、北進中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和２年２月１７日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 幸栄丸、２.４５トン 

 ＮＳ３－５０７６７４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 プロペラ翼、プロペラ軸及び舵板に曲損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、潮汐 高潮時 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、佐世保港内の給油所に向けて北進

中、下ノチドリ瀬に乗り揚げた。 

 船長は、下ノチドリ瀬の存在を知っていたが、本事故当時、同瀬が

海面下となって見えなかったので、ふだんより近回りしてしまったと

本事故後に思った。 

分析  本船は、北進中、高潮時で下ノチドリ瀬が海面下となって見えない

状況下、船長が、ふだんより近回りしたことから、同瀬に接近する針

路となり、同瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が北進中、高潮時で下ノチドリ瀬が海面下となって

見えない状況下、船長が、ふだんより近回りしたため、同瀬に接近す

る針路となり、同瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・浅瀬がある海域を航行する場合、浅瀬などから十分な距離を保っ 

  て航行すること。 
 


